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堺市立健康福祉プラザ

―障害者の方が生き活きと“ふれあい”“語らい”“住まう”場所―
本施設は身体障害者福祉センターＡ型、重症心身障害者（児）対応施設
及び政令指定都市機能を併設した都市型の総合的な障害者福祉セン
ターである。障害のある方の多様な特徴に配慮した施設整備を行い、地域
拠点として憩いの場・コミュニケーションの場を提供することを意図している。

―壁面緑化を積極的に活用した“自然活力”創出プラザ―
計画地は堺市の中心部に隣接し、北に仁徳陵、南に履仲陵を望む豊かな緑
と住宅地に囲まれており、東に大仙公園、北・西は閑静な住宅地に隣接した
立地である。外観はこうした立地を活かしながら、Low-eガラスによるシンボリッ
クなカーテンウォールを中心として、仁徳陵や大仙公園に呼応したデザインを
意図して壁面緑化を積極的に活用している。また、杉板型枠、左官調仕上材
など再生材や自然素材を使用し、太陽光発電パネルをキャノピーとして採用、
周辺環境との調和を図りながら新たなまちの景観の創出を図っている。

―周辺環境と調和した光と緑の生き活きプラザ―
仁徳陵に隣接した緑豊かな立地を活かし、壁面緑化や屋上緑化を積極的
に建物デザインに取り入れることにより環境保全に対する配慮を広く市民
に啓発できる施設を提供している。
また、活き活きとした緑は健康福祉プラザを利用する方や地域の方々へ生
命の息吹と躍動感を日々の活力として提供することを意図し、施設づくりや
景観づくりの核となっている。
撮影：薮内正直（㈱伸和）　第33回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品

■建物データ
建 築 主：堺市
設　　計：梓設計・高橋建築設計事務
　　　　　所設計共同体
施　　工：錢高・東レ・大井建設工事
　　　　　共同企業体（建築）
所 在 地：大阪府堺市堺区旭ヶ丘中町4-3-1
主要用途： 児童福祉施設等（身体障害者

福祉センターA型＋重症心身障害者
（児）対応施設＋政令指定都市機能）

敷地面積：8,302.10㎡
建築面積：4,475.67㎡
延床面積：17,350.58㎡
構造・階数：SRC＋RC一部S造、
　　　　　地下1階、地上4階
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

ま
ぶ
し
い
新
緑
と
好
天
に
恵
ま
れ
た
去
る
四
月

二
七
日
、
京
都
洛
北
に
位
置
す
る
国
立
京
都
国
際

会
館
で
、「
建
築
シ
リ
ー
ズ
一
」
と
銘
打
っ
た
あ
る

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
建
物

を
題
材
に
ド
イ
ツ
で
制
作
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
、「
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
を
こ
え
て
」
の
プ
レ

ミ
ア
上
映
会
と
座
談
会
、
そ
し
て
、
館
内
の
見
学

ツ
ア
ー
と
い
う
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
だ
っ
た
。

　

当
日
は
、
こ
の
映
画
を
監
督
し
た
フ
ォ
ル

カ
ー
・
ザ
ッ
テ
ル
と
シ
ュ
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ガ
ウ
ス

の
二
人
と
、
設
計
者
の
大
谷
幸
夫
（
一
九
二
四
〜

二
〇
一
三
年
）
の
下
で
建
物
の
増
築
や
改
修
の
設

計
を
担
当
し
た
大
谷
研
究
室
の
山
本
敬
則
、
そ
し

て
、
家
具
や
イ
ン
テ
リ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し

た
剣
持
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の
松
本
哲
夫
の
四
氏
が

登
壇
し
、筆
者
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

今
回
は
、
こ
の
映
画
か
ら
も
伝
わ
っ
て
く
る
建
物

の
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

　

ザ
ッ
テ
ル
監
督
は
、
ド
イ
ツ
の
原
子
力
発
電
所

を
題
材
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
、「
ア
ン

ダ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」（
二
〇
一
〇
年
）
で
国
際

的
な
高
い
評
価
を
受
け
た
。
精
密
機
械
に
覆
わ
れ

た
操
作
室
、
使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
や
放
射
性

廃
棄
物
の
貯
蔵
施
設
、
廃
炉
し
た
施
設
の
解
体
作

業
な
ど
、
黙
々
と
作
業
す
る
労
働
者
の
姿
も
含
め
、

原
発
の
日
常
が
淡
々
と
切
り
取
ら
れ
て
い
く
。
稼

働
直
前
に
計
画
が
中
止
さ
れ
、
遊
園
地
に
転
用
さ

れ
た
冷
却
塔
の
中
で
青
空
を
背
景
に
空
中
ブ
ラ
ン

コ
が
回
る
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
切
な
く
も
美
し
い
。

　

一
方
、
今
回
の
映
画
は
、
ド
イ
ツ
政
府
が
設
立

し
た
国
際
文
化
交
流
機
関
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ

ト
ゥ
ー
ト
の
京
都
支
部
で
あ
る
ヴ
ィ
ラ
鴨
川
の
招

聘
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
、
ザ
ッ
テ
ル
監
督
が
、

ガ
ウ
ス
氏
と
共
に
二
〇
一
三
年
一
月
か
ら
三
月
ま

で
京
都
に
滞
在
し
て
撮
影
し
た
映
像
を
中
心
に
構

成
さ
れ
て
い
る
。
お
り
し
も
、
二
つ
の
映
画
の
間

に
、
日
本
で
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東

日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

破
局
的
な
事
故
が
起
き
て
い
た
。
三
・
一
一
以
後

の
京
都
で
、
彼
ら
は
何
を
見
つ
め
、
何
を
記
録
し

よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
回
の
映
画
に
は
、

そ
う
し
た
関
心
が
集
ま
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

二
人
が
京
都
国
際
会
館
を
題
材
に
取
り
上
げ

た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
、
当
日
の
座
談
会
で
、

二
〇
一
一
年
に
開
催
さ
れ
た
「
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
の
未

来
都
市
展
」
で
紹
介
さ
れ
た
こ
の
建
物
に
興
味
を
抱

い
た
こ
と
、
建
物
が
今
も
美
し
く
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
感
動
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
一
九
九
七

年
十
一
月
に
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
京
都
議
定

書
が
採
択
さ
れ
た
歴
史
的
な
場
所
で
あ
る
と
知
っ

た
こ
と
な
ど
に
あ
っ
た
、
と
明
か
さ
れ
た
。

　

今
回
、
プ
レ
ミ
ア
上
映
会
と
し
て
日
本
で
初
め

て
公
表
さ
れ
た
映
像
に
は
、
彼
ら
の
持
味
で
あ
る

淡
々
と
し
た
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
で
、
普
段
気
づ
く
こ

と
の
少
な
い
こ
の
建
物
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
景
が
美

し
く
切
り
取
ら
れ
て
い
た
。
中
で
も
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
国
際
会
議
本
番
の
様
子
だ
け
で
な
く
、

寸
法
を
測
り
な
が
ら
整
然
と
机
を
並
べ
た
り
、
同

時
通
訳
の
イ
ヤ
ホ
ン
を
一
台
一
台
机
の
上
に
準
備

し
た
り
、
清
掃
や
植
栽
の
手
入
れ
な
ど
、
こ
の
施

設
を
良
好
な
状
態
で
稼
働
さ
せ
る
た
め
に
、
き
び

き
び
と
立
ち
働
く
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
日
常
の
様
子

が
不
思
議
な
存
在
感
で
迫
っ
て
き
た
こ
と
だ
。
途

中
に
は
、
若
か
り
し
頃
の
大
谷
が
ス
ケ
ッ
チ
を
描

く
姿
や
、
京
都
議
定
書
が
採
択
さ
れ
た
当
日
の

生
々
し
い
映
像
な
ど
も
差
し
挟
ま
れ
て
い
る
。
こ

う
し
て
、
雪
景
色
の
中
、
宝
ヶ
池
と
建
物
を
背
景

に
鹿
が
横
切
る
シ
ー
ン
も
含
め
、
こ
の
会
議
場
が

自
然
と
呼
応
し
な
が
ら
時
代
を
画
す
る
国
際
会
議

の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
歴
史
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
監
督
ら
は
、
大
谷
に
会
う
こ

と
は
か
な
わ
ず
、
大
谷
も
完
成
を
待
た
ず
に
逝
っ

て
し
ま
う
。
し
か
し
、
映
像
を
見
な
が
ら
、
こ
の

会
議
場
が
大
谷
の
求
め
た
空
間
の
質
を
持
っ
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
歴
史
を
目
撃
す
る
力
を
発
揮
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
た
。
平
山
忠
治
の
写
真

集
『
民
家
』（
彰
国
社
一
九
六
二
年
）
に
触
れ
た

大
谷
の
文
章
に
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。

　
「
こ
の
本
を
手
に
し
た
と
き
、
日
本
の
民
家
、

人
び
と
が
生
活
の
中
で
つ
く
り
上
げ
て
き
た
建
築

が
、
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
を
、
改
め
て
思
い

知
ら
さ
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。（
中
略
）
何

時
の
頃
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
私
の
想
念
の
中

に
固
ま
り
つ
つ
あ
る
建
築
像
は
、
日
本
の
民
家
や

町
並
み
の
、
こ
う
し
た
生
き
ざ
ま
に
強
く
影
響
さ

れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（
中
略
）
そ
の
時
の
想
念

と
し
て
の
建
築
像
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

建
築
と
は
、
も
っ
と
骨
太
く
力
強
い
存
在
で
あ

り
、
雄
々
し
く
言
い
わ
け
な
ど
し
な
い
潔
い
も
の

だ
。
建
築
は
、
し
か
し
、
も
っ
と
優
し
さ
を
湛
え
、

人
び
と
を
抱
擁
す
る
大
ら
か
な
存
在
で
あ
り
、
人

び
と
の
微
妙
な
情
感
に
も
応
答
す
る
繊
細
さ
を
も

身
に
つ
け
て
い
る
も
の
だ
。」（「
私
の
中
の
建
築
」

『
建
築
文
化
』
一
九
八
二
年
十
月
号
）

　

こ
の
言
葉
に
、
二
〇
年
前
の
京
都
国
際
会
館
の

コ
ン
ペ
時
点
で
書
か
れ
た
次
の
文
章
を
重
ね
る

と
、
大
谷
の
求
め
て
い
た
も
の
が
見
え
て
く
る
。

　
「
設
計
に
と
り
か
か
る
以
前
、
わ
た
く
し
は
宝
ヶ

池
と
小
高
い
山
に
か
こ
ま
れ
た
敷
地
写
真
を
見
て
、

そ
こ
に
合
掌
造
り
の
農
家
の
屋
根
が
点
在
す
る
風

景
を
連
想
し
た
。（
中
略
）
も
し
は
じ
め
に
合
掌
造

り
と
い
う
、
も
っ
と
も
単
純
な
形
式
が
把
え
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
ら
、次
の
段
階
も
期
待
で
き
な
か
っ

た
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。」（「
空
間
の
組
織
と
構
造

シ
ス
テ
ム
」『
建
築
文
化
』
一
九
六
三
年
九
月
号
）

　

風
雪
に
耐
え
、
人
び
と
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
き

た
骨
太
で
繊
細
な
民
家
の
造
形
。
大
谷
は
、
そ
こ

に
戦
争
を
経
て
平
和
を
取
り
戻
し
た
日
本
が
国
際

社
会
に
復
帰
す
る
会
議
場
の
姿
を
重
ね
よ
う
と
し

た
の
だ
。
そ
の
思
い
は
遠
く
ド
イ
ツ
の
映
画
監
督

に
よ
っ
て
見
事
に
映
像
化
さ
れ
て
い
る
。

メインホール内観

南西側から見た建物外観

国立京都国際会館　1966 年
歴史を目撃した未来への文化遺産

記憶の建築
松隈　洋



2014.06  建築人 4

INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページから予約することも可能です。【詳細は大阪府建築士会 ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで INFORMATION
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◦
今
月
の
委
員
会
だ
よ
り
◦

もに、各種統計調査の母集団情報の整備を
図ることを目的として実施します。
商業統計調査は、我が国商業の実態を明ら
かにし、商業に関する施策の基礎資料を得
ることを目的として実施します。
調査票は平成 26 年 6 月末日までにお届け
します。7月1日以降に提出をお願いします。
調査の意義・重要性をご理解いただき、ご
回答をよろしくお願いいたします。
詳細はHPをご覧ください。
HP 経済センサス 検索

「実務者のための工事監理ガイド
ラインの手引き」解説講習会

設計・工事監理業務等の関係者を対象とし
た「実務者のための工事監理ガイドライン
の手引き」の解説講習会を開催します。
本手引きは、平成25年12月に（公財）建築技
術教育普及センターが、平成21年9月国交省
が作成した「工事監理ガイドライン」の適正
な活用と普及を目的として刊行しました。本
手引きは、工事監理者の現場での具体的な
確認内容や方法について、事例写真を用いて
わかりやすく例示するとともに、工事監理の
主旨や照合・確認の留意点を示しています。
日時　7月2日（水）　10：00〜15：15
定員　50人（定員に達し次第受付を終了）
会場　たかつガーデン　
　　　大阪市天王寺区東高津町7-11
講習方式　DVDによる映像講習
受講料　7,560円（テキスト代（4,860円）込。税込）
申込　講習日の1週間前までに、申込用紙を
　　　近畿支部にFAX
問合　（公財）建築技術教育普及センター近
　　　畿支部
　　　Tel. 06-6942-2214　
http://www.jaeic.jp/

木造トラス勉強会

◦6月の木造トラス勉強会
「継手の原理・伝統木造の基本 1」
伝統木造の継手について、力の伝達方法
と使い方など木造で設計する上で知って
おくべき基本と構造理論。
プレカットとの違いと考察　
軸組と継手の関係から伝統木造の構造の
考察まで。

日時　6月12日（木）　14：15〜16：30
場所　大阪木材仲買会館
　　　大阪府大阪市西区南堀江4-18-10
費用　1,300円（会員は1,000円）＋資料代
◦7月の木造トラス勉強会
「つよい木造住宅のつくりかた」
意外に思われますが木造軸組の「いろは」
の「い」は、『2×4』の基準と共通する点
が数多くあります。『2×4』の基準を独自

に応用し検査に実践されてきた西宮市建
築指導課西原誠助氏と共に、昨年に引き
続き近畿プレカット工場長風明宏氏の協
力を得て、実習の充実を計ります。

日時　7月12日（土）  13：00〜17：30（予定）
会場　西宮市勤労会館
費用　1,500円/日　別途資料（1,500円）を
　　　各自購入しての参加となります。 
定員　26名
当日は実習のために赤鉛筆と蛍光ペン（黄・
赤・橙・緑・青）をお持ちください。
問合・申込　（株）合掌
　　　　　  Tel/Fax.0742-36-2929
http://www.eonet.ne.jp/~truss/index.html

「幻燈で見る沖縄の戦争遺構」

戦争遺構を通して、厳しい基地の現状、沖
縄の戦争と平和について考えます。
日時　6月21日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館
講師　戦争遺構研究会　代表柴田正己
問合　戦争遺構研究会
　　　Tel.072-236-3357

第29回「住宅メンテナンス診断士講習会」
住宅点検メンテナンス講習と資格認定試験
CPD6単位

NPO法人住宅長期保証支援センターは「住
宅メンテナンス診断士講習会」を開催します。
主催　NPO法人住宅長期保証支援センター
日時　6月26日（木）  9：25〜18：00（予定）
受付　9：00開始 　
会場　エルおおさか 南ホール
　　　大阪市中央区北浜東3-14　
定員　100名
　　　※先着順受付、定員になり次第締切。
申込締切　6月19日（木）
参加費　一般 29,160 円（税込）
問合　NPO法人住宅長期保証支援センター
　　　Tel.06-6941-8336　
http://www.hws.or.jp

国際見本市「LIVING & DESIGN 
2014」出展募集のご案内

「LIVING & DESIGN」は「住まいと暮らしの
リノベーション」をテーマにビジネスとしての
新しい出会いと創造の場を提供する国際見
本市です。出展申込み受付を開始しています。
会期　2014年10月15日（水）〜17日（金）
　　　10：00〜18：00（最終日は17：00まで）
会場　大阪国際会議場（グランキューブ大阪）
入場料　1,000円（招待状持参者、事前登録
　　　　者は無料）
会期中特別企画：講演、セミナー等
詳細は、下記HPをご覧ください。
http://www.living-and-design.com
主催・問合
　LIVING & DESIGN 実行委員会事務局
　Tel.06-6210-1969 Fax.06-6210-1968
　E-mail info@living-and-design.com

事務局からのお知らせ
ホームページ会員名簿更新について

本会ホームページ掲載の会員名簿の内容を
本年 7 月に更新する予定としております。
ホームページへの掲載を希望されない方は、
6 月 20 日（金）までに事務局までご連絡を
いただきますようお願い申し上げます。
ホームページ会員名簿掲載事項
①氏名　②建築士級別（正会員のみ）
③CPD登録の有無　④専攻建築士種別

「第8回まちづくり賞」の募集（日
本建築士会連合会）

（公社）日本建築士会連合会では、より身近に
なった市民まちづくりのなかで、建築士及び建
築士会としての専門性をいかんなく発揮し、み
ごとにその役割を果たした活動を支援するとと
もに、他団体、地域との連携を強化し地域ま
ちづくりのさらなる発展に資するため、すぐれた
まちづくり活動等の実績を評価・表彰します。
選考対象
　◦地域における継続的なすぐれた住まい・
　　まちづくり活動の実績のあるもの
応募
　◦応募要項、応募用紙等は、日本建築士会
　　連合会のHPからダウンロードしてください。
　◦連合会HP第8回まちづくり賞アドレス
　　http://www.kenchikushikai.or.jp/　
　　torikumi/news/2014-03-18.html
応募書類提出期限
　◦平成26年4月1日（火）から6月30日（月）
　　（当日消印有効 )
問合　（公社）日本建築士会連合会地域活動
　　　部「まちづくり賞」係
　　　Tel.03-3456-2061
　　　E-mail chiiki@kenchikushikai.or.jp

平成26年経済センサス−基礎調査
平成26年商業統計調査を一体的
に実施します
総務省・経済産業省・都道府県・市区町村

経済センサス−基礎調査は、我が国の事業
所・企業の基本的構造を明らかにするとと

お時間がとれない方はぜひご検討ください。
■課題解説・エスキース（通学講座）
　日程　8/23（土）　時間　9：00〜17：00
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　40名（申込先着順）
　受講料　会員12,000円、一般14,000円
■模擬テスト（通学講座）
　日程　Ⅰ：9/13（土）、Ⅱ：9/20（土）
　　　　Ⅲ：9/27（土）
　時間　9：00〜18：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　【各】40名（申込先着順）
　受講料　【各】会員14,000円、一般18,000円
■模擬テスト（通信講座）
　ご自宅への課題到着予定日
　　Ⅰ：9/13（土）、Ⅱ：9/20（土）、
　　Ⅲ：9/27（土）
　定員　【各】20名（申込先着順）
　受講料　【各】会員12,000円、一般15,000円

建築士の会　東大阪
古民家再生「石切ヴィレッジ」見
学会及び活動報告会
6/21　CPD2単位（予定）

東大阪市に在住又は在勤の会員の方を対象
に活動している「建築士の会東大阪」では、
今回、石切神社参道近くの古民家再生によ
る「石切ヴィレッジ」の見学会を、輝建設
㈱様のご協力により開催いたします。

「石切ヴィレッジ」は、江戸中期の母屋（築
260 年）を中心に再生され、2012 年 2 月
にギャラリーと事務所をオープンされました。
開設者である輝建設㈱代表取締役の小原様
にご案内していただきます。
見学後、「建築士の会東大阪」の活動報告
会を行いますが、今回も報告会に先立ち、
特別講習会も予定いたしております。地域
以外の会員の方のご参加も大歓迎です。報
告会終了後は懇親会も企画しています。
皆様、是非ご参加ください。
日時　6月21日（土）　13：30〜
　　　集合13：30〜　見学会13：45〜
　　　活動報告会15：00〜 懇親会17：15〜
集合　近鉄奈良線「石切駅」（南側改札口）
募集　30名（申込先着順）
参加費　1,000円（資料、飲物代含む）
※懇親会参加費　別途4,000円程度
※懇親会参加の有無を明記してください。
申込　社会貢献委員会
※参加証は実施1週間前に出状します。

第57回建築士会全国大会
「ふくしま大会」
10/24

テーマ　建築士の決断「ならぬことはならぬ
　　　　ものです」
　　　　ふくしまで語ろう 建築・絆・再生
日程　10月24日（金）
会場　ビッグパレットふくしま
※交流セッション③＋地域交流見学会（エ
　クスカーション）は 10 月 25 日に実施
申込　建築士5月号P26の参加申込書に必
　　　要事項をご記入のうえ、本会事務局
　　　まで提出。
締切　7月18日（金）
大会の詳細は「建築士5月号」をご覧下さい。

国土交通省の登録を受けた登録資
格者講習と同等以上の内容を有す
ると国土交通大臣が認める講習の
認定について

本会が過去に実施した木造及び非木造の
耐震診断・改修講習会が、「建築物の耐震
改修の促進に関する法律」に定める同等以
上の資格者講習会として、平成26年2月10
日に国土交通大臣の認定を受けました。
■認定された本会主催の講習会名及び開催
　年度
・既存木造住宅の耐震診断・改修講習会／

平成24年度及び平成25年度
・既存鉄骨造建築物の耐震診断・改修指針

講習会／平成8年度〜平成25年度
・既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断・改

修指針講習会／平成7年度〜平成25年度
※詳細につきましては、本会ホームページを
　ご覧ください。

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務のご案内
〜平成26年1月より耐震評価業務を開始〜

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の専門家で
構成する「建築物耐震評価委員会」を組織し、
平成26年1月より建築物耐震評価業務を実施
しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活
用ください。
なお、本会は平成26年2月18日付けで、（一財）
日本建築防災協会の「既存建築物耐震診断・
改修等推進全国ネットワーク委員会に入会する
とともに、当委員会の耐震判定委員会に新規
登録しました。
http://www.kenchiku-bosai.or.jp/nw/

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築
　物も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の割引があります。
詳細につきましては、本会ホームページをご覧く
ださい。

平成26年度 建築士定期講習
7/17、9/10　CPD各6単位

建築士事務所に所属の一級・二級・木造建
築士で、平成23年度に本講習を受講された
方が対象です。尚、平成23年度以前に建築
士試験に合格し本講習を未受講の方は、平
成26年度中に必ず受講してください。
■日時・会場
　7/17（木）　9：40〜17：30
　　大阪国際交流センター、定員300名
　　会場コード5C-51
　9/10（水）　9：30〜17：30
　　大阪国際会議場、定員300名
　　会場コード5C-02
■申込締切日
　7/17（木）開催分：6/20（金）申込書必着
　9/10（水）開催分：7/31（木）申込書必着
　※大阪での申込受付は簡易書留での郵送
　　のみです。
　※定員に達し次第、受付を終了します。
■受講料　12,960円（消費税含）
■申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

二級建築士／設計製図
受験対策講習会
実力養成コース　7/13〜9/7
直前対策コース　8/24〜9/7
模擬テストⅠ・Ⅱ　8/3、9/7

有能で意識の高い建築士の養成を目標に、
実務に直結した指導を行います。
■実力養成コース（全10回、模擬テスト2回
　含む）
　日程　7/13（日）、7/20（日）、7/21（祝）、
　　　　7/27（日）、8/3（日）、8/10（日）、
　　　　8/17（日）、8/24（日）、8/31（日）、
　　　　9/7（日）
　時間　9：30〜17：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　35名（申込先着順）
　受講料　建築士会会員110,000円、
　　　　　一般125,000円
■直前対策コース（全3回、模擬テスト1回
　含む）
　日程　8/24（日）、8/31（日）、9/7（日）
　時間　9：30〜17：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　15名（申込先着順）
　受講料　会員35,000円、一般40,000円
■模擬テストⅠ・Ⅱ
　日程　Ⅰ：8/3（日）、Ⅱ：9/7（日）
　時間　9：30〜17：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　【各】25名（申込先着順）
　受講料　【各】会員13,000円、一般15,000円

一級建築士／設計製図
受験対策講習会
課題解説・エスキース　8/23
模擬テストⅠ・Ⅱ・Ⅲ　9/13、9/20、9/27

有能で意識の高い建築士の養成を目標に、実
務に直結した指導を行います。今年度より模
擬テストの通信講座を新設しました。通学の
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築
の
主
な
団
体
が
参
加
し
て
、
幅

広
く
「
大
阪
の
建
築
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築
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薦
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。
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ぶ
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（
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査
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景
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す
）
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築
表
彰
委
員
会
か
ら

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Sponsorship
建築士会からのお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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利
用
方
針
を
決
定
し
、
地
上
解
体
工
事
と
並
行

し
て
実
施
設
計
を
進
め
二
〇
一
一
年
二
月
か
ら

新
築
工
事
に
着
手
、
昨
年
二
月
に
竣
工
し
、
七

月
に
は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

■
建
材
の
再
利
用
に
つ
い
て

　

旧
ビ
ル
の
雰
囲
気
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
出

来
る
限
り
建
材
を
再
利
用
す
る
こ
と
を
検
討
し

ま
し
た
。
外
壁
を
構
成
す
る
主
な
材
料
は
ス
ク

ラ
ッ
チ
レ
ン
ガ
、
石
材
レ
リ
ー
フ
、
テ
ラ
コ
ッ

タ
の
三
種
類
で
す
。

一 

ス
ク
ラ
ッ
チ
レ
ン
ガ

　

外
壁
の
大
部
分
を
占
め
て
お
り
な
ん
と
か
再

利
用
し
た
い
と
考
え
、
ま
ず
レ
ン
ガ
を
取
り
外

せ
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
、
次
に
レ
ン
ガ
の
物

性
試
験
を
実
施
し
て
現
行
の
規
格
と
同
等
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
す
べ
て
の

レ
ン
ガ
を
取
り
外
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
バ
ラ
バ

ラ
に
し
た
あ
と
モ
ル
タ
ル
を
除
去
し
、
中
圧
洗

浄
し
て
き
れ
い
な
レ
ン
ガ
に
戻
し
ま
し
た
。
取

り
外
し
作
業
に
約
二
ヶ
月
、
モ
ル
タ
ル
除
去
・

洗
浄
に
五
ヶ
月
と
い
う
た
い
へ
ん
な
時
間
を
要

し
ま
し
た
が
、
敷
き
並
べ
て
み
る
と
思
っ
て
い

た
以
上
に
色
調
に
幅
が
あ
り
、
旧
ダ
イ
ビ
ル
の

第
15
回

ダイビル本館の保存再生について

對中　秀樹
ダイビル株式会社　建設・技術統括部副部長
大阪出身。1965 年生まれ。1988 年横浜国立大学工学部建築学科卒業。1988 年大阪建物株式会社（現ダイビル株式会社）入社。

戦前に建てられたオフィスビルの保存再生では、丸の内ビルディング（1923/2007 年）、JP タワー（1931/
2012 年）など東京の事例があり、関西ではダイビル本館（1925/2013 年）が先駆的事例に挙げられます。
ダイビル本館では意匠（時代精神）の保存再生により一歩踏み込んだ取り組みがなされています。プロジェ
クトに携わられたダイビルの對中秀樹さんにご紹介いただきました。

■
旧
ダ
イ
ビ
ル
本
館

　

弊
社
は
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
一
〇
月

に
大
阪
商
船
、
宇
治
川
電
気
、
日
本
電
力
の
共

同
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
旧
ダ
イ

ビ
ル
本
館
の
建
設
は
、
も
と
も
と
大
阪
商
船
の

本
社
ビ
ル
建
設
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
弊
社
の
創
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
い
え
ま
す
。

　

設
計
監
督
渡
辺
節
、
製
図
主
任
村
野
藤
吾
、

構
造
設
計
内
藤
多
仲
と
い
う
最
強
の
布
陣
で

ス
タ
ー
ト
し
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年

二
月
に
大
林
組
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
、

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
九
月
に
完
工
し
ま

し
た
。
外
観
は
オ
リ
エ
ン
ト
風
の
ネ
オ
ロ
マ
ネ

ス
ク
様
式
で
内
外
の
装
飾
は
お
お
む
ね
簡
素
な

が
ら
も
、
要
所
に
彫
刻
を
施
し
て
建
物
全
体
を

特
色
づ
け
て
い
ま
し
た
。
特
に
中
央
部
に
は
帝

展
審
査
員
大
国
貞
蔵
作
の

｢

鷲
と
少
女
の
像｣

が
施
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
左
右
に
は
兵
庫
県
播

州
産
の
黄
竜
山
石
に
よ
る
灯
篭
と
彫
刻
柱
が
並

び
ビ
ル
の
格
調
を
高
め
て
お
り
、
ま
た
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
壁
は
日
華
石
、床
は
タ
イ
ル
、

天
井
は
石
膏
装
飾
と
い
っ
た
材
料
に
よ
り
華
や

か
な
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

構
造
は
関
東
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
大
阪

で
初
め
て
耐
震
構
造
を
採
用
し
て
お
り
、
当
時

か
ら
耐
震
安
全
性
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

■
中
之
島
三
丁
目
共
同
開
発
が
ス
タ
ー
ト

　

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
頃
に
は
旧
ダ
イ
ビ

ル
本
館
は
建
物
自
体
の
老
朽
化
と
設
備
の
陳
腐

化
が
進
ん
で
お
り
、
関
西
電
力
と
し
て
も
隣
接

す
る
旧
関
電
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
老
朽
化
が
顕
著

と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
弊
社
は
関
西
電
力

に
対
し
両
ビ
ル
の
建
替
え
を
提
案
、
土
地
建
物

所
有
者
で
あ
る
関
電
不
動
産
を
含
め
た
三
社
で

協
議
を
進
め
、
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
八
月

に
共
同
開
発
の
基
本
協
定
を
結
び
正
式
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
建
替
え
の

ス
キ
ー
ム
は
、
ま
ず
一
期
工
事
と
し
て
関
電
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
を
中
之
島
変
電
所
跡
地
に
建
設
、

二
期
工
事
と
し
て
旧
関
電
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
跡

地
に
中
之
島
ダ
イ
ビ
ル
を
建
設
し
、
三
期
工
事

で
ダ
イ
ビ
ル
本
館
と
中
之
島
四
季
の
丘
を
整
備

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

■
デ
ザ
イ
ン
の
継
承
に
向
け
て

　

共
同
開
発
の
決
定
時
点
で
は
低
層
部
に
旧
ビ

ル
の
外
観
を
復
元
す
る
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
計
画
が
進
む
に
つ
れ
多
く
の
取

り
壊
し
を
惜
し
む
声
を
い
た
だ
き
、
弊
社
と
し

て
も
ダ
イ
ビ
ル
の
ル
ー
ツ
と
も
い
え
る
こ
の
建

物
を
ど
う
建
て
替
え
る
か
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

ダ
イ
ビ
ル
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
し
て
デ

ザ
イ
ン
を
継
承
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ダ
イ
ビ
ル
本
館
の
設
計
は
当
街
区
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
か
ら
携
わ
り
、
中
之
島
ダ
イ
ビ
ル

の
設
計
も
依
頼
し
た
日
建
設
計
様
に
お
願
い

し
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
か
ら
基
本
設
計
を
開

始
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
を
も
と
に
建
材
の
再

持
つ
独
特
の
味
わ
い
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
東
面
・
南
面
は
新
規
レ
ン
ガ

を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
何
度
も
試
作
を
繰
り

返
し
、
旧
レ
ン
ガ
と
の
見
分
け
が
つ
か
な
い
く

ら
い
良
い
出
来
栄
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二 

石
材
レ
リ
ー
フ

　

シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
「
鷲
と
少
女
の
像
」
は

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
柱
に
つ
い
て
は
道
路
の
か
さ
上
げ
工
事

に
伴
い
長
さ
が
短
く
な
る
な
ど
の
変
更
が
加
え

ら
れ
て
い
た
た
め
、
今
回
の
再
生
に
あ
た
っ
て

は
柱
を
継
ぎ
足
し
て
完
成
当
時
の
デ
ザ
イ
ン
に

戻
し
て
い
ま
す
。
躯
体
ご
と
取
り
外
し
た
石
材

は
工
場
で
パ
ー
ツ
毎
に
分
解
し
て
修
復
・
洗
浄

し
、
新
た
に
取
り
合
う
新
規
石
材
と
馴
染
む
よ

う
エ
イ
ジ
ン
グ
を
施
す
こ
と
で
違
和
感
無
く
当

時
の
雰
囲
気
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三 

テ
ラ
コ
ッ
タ

　

頂
部
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
完

全
に
密
着
し
て
お
り
、
ま
た
物
性
も
基
準
を
満

た
さ
な
か
っ
た
た
め
再
利
用
を
断
念
し
ま
し
た

が
、
華
麗
な
装
飾
模
様
を
も
つ
意
匠
を
再
現
す

る
た
め
に
石
膏
で
型
を
と
り
ま
し
た
。
焼
き
ム

ラ
や
エ
イ
ジ
ン
グ
に
よ
り
、
風
合
い
を
う
ま
く

再
現
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

建
物
内
部
に
お
い
て
も
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
の
床
タ
イ
ル
、
手
す
り
や
郵
便
受
け
な
ど
の

金
物
は
再
利
用
し
ま
し
た
が
、
天
井
の
石
膏
レ

リ
ー
フ
は
う
ま
く
取
り
外
し
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
型
を
と
っ
て
再
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
破

砕
し
た
レ
ン
ガ
を
混
ぜ
て
新
た
に
焼
い
た
タ
イ

ル
を
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
床
に
使
用
し
た

り
、
旧
ビ
ル
八
階
で
使
わ
れ
て
い
た
タ
イ
ル
な

ど
も
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

■
現
代
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
と
し
て
再
生

　

意
匠
の
再
現
と
と
も
に
現
代
の
テ
ナ
ン
ト
ビ

ル
と
し
て
再
生
す
る
こ
と
は
ダ
イ
ビ
ル
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に
低
層

部
の
外
観
は
当
時
の
ま
ま
の
レ
ン
ガ
積
み
八
階

建
て
と
し
な
が
ら
階
高
の
調
整
に
よ
り
内
部
は

六
階
と
し
、
十
分
な
階
高
を
確
保
す
る
こ
と
で

最
新
の
ビ
ル
に
見
合
っ
た
計
画
と
し
ま
し
た
。

一
方
、
高
層
部
は
ガ
ラ
ス
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル

に
よ
り
低
層
部
を
引
き
立
た
せ
る
現
代
的
な
デ

ザ
イ
ン
と
し
、
さ
ら
に
石
材
ル
ー
バ
ー
を
つ

け
る
こ
と
で
中
之
島
ダ
イ
ビ
ル
と
の
調
和
も

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
河
川
水
利
用
の
地
域

冷
暖
房
の
採
用
、
中
之
島
四
季
の
丘
に
お
け
る

十
分
な
緑
化
、
自
然
換
気
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

ど
、
建
材
の
再
利
用
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
へ
の
配
慮
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
認

め
ら
れ
「CA

SBEE

大
阪 O

F T
H

E Y
EA

R 
2013

」
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
と
し
て
、
制
振
構
造
の

採
用
や
ビ
ル
用
非
常
用
発
電
機
に
よ
る
貸
室
へ

の
電
源
供
給
（
三
〇
時
間
）
な
ど
も
行
い
、
最

新
鋭
の
ビ
ル
と
し
て
生
ま
れ
か
わ
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「大ビル倶楽部」のイメージを再現した「ダイビルサロン“1923”」 ダイビル本館エントランスホール

完工時の旧ダイビル本館

ひとつひとつ取り外し、モルタル除去後洗浄した

■
ダ
イ
ビ
ル
サ
ロ
ン
“1923

”

　

昨
年
は
弊
社
に
と
っ
て
創
立
九
〇
周
年
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
本
館
一
階
に
「
ダ
イ
ビ
ル
サ

ロ
ン
〝1923
〞」
を
設
置
し
ま
し
た
。
旧
ビ
ル

八
階
に
あ
っ
た
社
交
場
「
大
ビ
ル
倶
楽
部
」
の

イ
メ
ー
ジ
を
再
現
し
、
頂
部
テ
ラ
コ
ッ
タ
や
旧

ビ
ル
で
使
用
さ
れ
て
い
た
装
飾
品
な
ど
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

も
設
置
し
、
寛
ぎ
な
が
ら
弊
社
の
歩
み
や
中
之

島
の
歴
史
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
空
間
と
し
て

た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
利
用
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
最
後
に

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
旧
ダ
イ
ビ
ル
本
館
を

再
生
し
た
い
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
思
い
を
形
に

す
る
た
め
に
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
た
日
建
設
計
様
、
大
林
組
様
ほ
か
多

数
の
方
々
の
お
か
げ
で
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ダイビル本館　外観　
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Gallery 建築作品紹介 夙川の家 設計：マニエラ建築設計事務所
施工：笠谷工務店

敷地は兵庫県西宮市に位置し、南西部を流れる夙川、周辺の公園には桜
並木が広がる閑静な住宅地である。
道路に対し圧迫感を与えないよう建物のヴォリュームを敷地奥に設定し、
各階をズラして威圧感を抑えるよう配慮した住宅である。
外壁仕上はモルタル跳付けとし、以前からこの地にあったかのような
ヴァナキュラーな雰囲気を与えた。植栽が配された長いアプローチの奥
に差込む優しい光に導かれるように玄関がある。
最上階は夙川を一望できる大きなテラスとそこに連続するように LDK
空間が広がっている。

所 在 地：兵庫県西宮市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2011.11
構造設計：土屋設計
構造規模：地下RC造1階
　　　　　地上 木造2階
敷地面積：198.76㎡
建築面積： 79.49㎡
延床面積：229.56㎡
写　　真：松村芳治

蔵の住まい 設計：吉村篤一＋建築環境研究所
施工：片山工務店

この家は明治の終わりころに建築された土蔵造りの蔵と、それに続いて
いる納屋を改修した住まいである。母屋に連続して下屋がかけられた大
きな軒下空間があり、この軒下空間の透明感を損なわないよう、透明な
ガラスボックスの玄関を新設している。格子戸をあけるとそこは、骨組
みが露出した一室空間で、梁や柱を現わした吹き抜けで変化のある空間
となっている。力強い梁や柱で構成されていた蔵部分の一階は、それら
を生かして琉球畳敷の和室にしている。外観は従来の形を損なわないよ
うに努め、アルミサッシの部分をできるだけ目立たないような処理をし、
周辺環境に対して配慮している。　　　　　　　　　　　　（吉村篤一）

所 在 地：京都市左京区
用　　途：専用住宅
竣　　工：2013.05
構造規模：木造
敷地面積：317.30㎡
建築面積：55.85㎡
延床面積：75.63㎡
写　　真：大島勝寛
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審査経過並びに総評

審査委員長　
本多 友常

　昭和29年度（1954）より毎年開催されてき
た当建築コンクールは、今回から1年おきに
開催されることとなった。その結果コンクール
としてのハードルは相対的に高まり、建築に
求められる期待も高度なものとなった。その
結果応募作品は社会的に影響力の高いビッ
グプロジェクトも多く、それらの評価のクライテ
リアをどこにおくべきかについて、議論は百出
し多岐に亘った。その過程において、審査と
いう行為は、現代における建築のあり方に対

するメッセージを送ることでもあることが、強く
意識された。
　審査の観点は多面性を帯びたが、コンセ
プトと結果の間の筋道が厳しく問われること
となった。何をどのように評価し、受賞作品と
して推薦する理由は何であるか、あるいは
推薦しない理由は何であるかが率直に議論
された。その結果最終段階での絞込みにあ
たっては、投票による決定に頼ることなく、各
委員の観点とその評価をめぐって意見を出
しつつ収束への道を辿ることとなった。
　議論の主題は、「保存問題に端を発する
都市の持続性と継承のあり方」、「立論の立
て方と建築の整合性」、「都市空間への提
案性」、「周辺環境との手の結び方」、「新た
なビルディングタイプへの挑戦」等々であり、
総括的には建築物本体の作品性を超えて、
周辺環境との関係性のあり方、生成された
意味について、評価の光が向けられたとい

える。

　第一次審査では知事賞部門42点、渡辺
節賞部門15点につき提出書類を閲覧し、現
地審査に残すべきものを選定した。選定方
法は各人が数票をもって推薦投票するもの
を選出し、1票でも入ったものについては推薦
理由を尊重しつつ、見逃しのないように意見
交換され、最終的に知事賞部門候補6点、
渡辺節賞候補3点を現地審査対象とするこ
ととなった。

　「中之島フェスティバルタワー」は「ダイビル
本館」とともに、都市景観の骨格を形成する
大プロジェクトとして注目され、旧館の存在感
が大きかっただけに、歴史的持続性の課題
が重く課せられていた。
　しかし「ダイビル」については、最後まで
オーセンティシティ（真実性）に対する建築的

第 59 回大阪建築コンクール入賞発表

審査
審査委員会 4 回
●第 1 次審査
応募作品（大阪府知事賞部門：42 点　
渡辺節賞部門：15 点）より、書類、写
真によって、知事賞部門：6 点、渡辺節賞：
3 点を選考
●第 2 次審査
第1次審査通過作品について現地審査2日間
●最終審査
大阪府知事賞部門：3 点　渡辺節賞部門：
2 点を決定
表彰式・受賞者講演会
●表彰式
とき　平成 26 年 5 月 28 日（水）
　　　本会定時総会式典席上
会場　ホテル大阪ベイタワー・4 階　
●受賞者講演会（後援未定）
日時　7 月 18 日（金）　18：30 ～
会場　TOTOテクニカルセンター大阪2階会議室

趣旨
　建築士はその職責を通じて地域社会の
発展に寄与し、建築美を通じて建築文化
の向上、ひいては地域文化の振興にも寄
与していく必要があり、その責務は重大
であります。
　大阪建築コンクールは、建築士と社会
とのかかわりを通じて建築作品を評価
し、その優れた実績をたたえ、建築作品
の設計者である大阪府建築士会正会員ま
たは大阪府在住もしくは在勤の設計者を
表彰します。同時に行う渡辺節賞につい
ては、新しい建築文化の原動力となる若
い優れた設計者をたたえ、さらなる発展
を望むものであります。
募集範囲
2009年1月1日から2013年12月31日の間に竣
工し、完了検査済証の交付を受けた建築物
＊建築確認申請不要物件は完了検査済証不要
竣工年月日は工事完了時

●大阪府知事賞部門
対象建築：建物の種類・規模は問わない
建築位置：近畿二府四県
応募資格：設計者が大阪府建築士会正会員
　　　　　または大阪府在住もしくは在勤の者
●渡辺節賞部門
対象建築：建物の種類・規模は問わない
建築位置：近畿二府四県
応募資格：設計者が大阪府建築士会正会員
　　　　　または大阪府在住もしくは在勤の者
　　　　　完了検査済証発行日現在39歳以下
審査委員会
委員長　本多友常（摂南大学 教授）

委　員　長坂　大（京都工芸繊維大学 教授）
※50音順

 濵田　徹（鹿島建設㈱ 関西支店専任役）

　　　　平田　真（大阪府住宅まちづくり部公共建築室室長）＊

　　　　松隈　洋（京都工芸繊維大学 教授）

　　　　萬田　隆（tmsd萬田隆構造設計事務所）大 阪 産 業 大 学 　
＊3 月31日で大阪府を退職のため、第１次まで審査

主催／公益社団法人大阪府建築士会　後援／大阪府・公益財団法人関西・大阪 21 世紀協会

●大阪府知事賞
　日本圧着端子製造株式会社 岸下真理　岸下和代
 都倉泰信　稲垣　誠
　楡の木テラス 石井良平
　中之島フェスティバルタワー 江副敏史

●渡辺節賞
　斑鳩の家 中山大介
　東大谷高等学校泉ヶ丘キャンパス 國本暁彦

〈審査講評〉新しいオフィス空間の在り方が見事に示されている。ふんだんに使用された木材は空間に
暖かみを与え、透明で広 と々した階段室とその周囲のスキップフロアは、社員同士の活発なコミュニケー
ションを誘発させている。構造システムもうまくマッチしており、構造設計者の力量を感じることができた。
このようなオフィス空間の提案を受け入れた施主も含め、関係者一同に敬意を表する。（萬田審査委員）

大阪府知事賞　日本圧着端子製造株式会社
設計者　岸下真理、岸下和代、都倉泰信、稲垣誠（Atelier KISHISHITA ＋ Man*go design）

建築位置／大阪市中央区
建物用途／事務所
建 築 主／日本圧着端子製造株式会社
施 工 者／鹿島建設株式会社 関西支店
竣工年月／ 2013 年 6 月

岸下真理
1969年生まれ／1993年 金
沢工業大学工学部建築学科卒
業／1995年 金沢工業大学大
学院工学研究科建築学専攻
修士課程修了／1995〜2000
年 無有建築工房／2001年 
Atelier KISHISHITA共同設立

［主な建築作品と受賞歴］
2007年 第53回大阪建築コ
ンクール渡辺節賞「但東町の
賤ヶ屋」／2011年 第57回
大阪建築コンクール大阪府知
事賞「甲陽園目神山の家」／

2013年 第12回日本建築美術工芸協会芦原義信賞「日本圧着端
子製造株式会社」／2014年 第17回木材活用コンクール林野庁長
官賞「日本圧着端子製造株式会社」

岸下和代
1970年生まれ／1993年 金沢工業大学工学部建築学科卒業／1993
〜1996年 金沢計画研究所／2001年 Atelier KISHISHITA共同設立

［主な建築作品と受賞歴］岸下真理と同じ

都倉泰信
1972年生まれ／1995年 金沢工業大学工学部建築学科卒業／
1995〜1996年 若林廣幸建築研究所／1997〜2001年 内田建
築設計室／2001年10月 Man*go design and Architect設立／
2010年 株式会社Man*go designに改組　

［主な建築作品と受賞歴］2008年 2008リモデルスタイルコンテスト 審
査員奨励賞「岡本ハウス」／2008年 第1回JIA近畿KIA釜山日韓若手
建築家workshop優秀賞「重層町屋」／2013年 第12回日本建築美術
工芸協会芦原義信賞「日本圧着端子製造株式会社」／2014年 第17
回木材活用コンクール林野庁長官賞「日本圧着端子製造株式会社」

稲垣　誠
1980年生まれ／2002年 近畿大学理工学部建築学科卒業2004
〜2007年 和以貴建設株式会社／2008年 Man*go design参画

［主な建築作品と受賞歴］2013年 第12回日本建築美術工芸協会
芦原義信賞「日本圧着端子製造株式会社」／2014年 第17回木
材活用コンクール林野庁長官賞「日本圧着端子製造株式会社」

撮影　絹巻　豊

構　　造／ S 造、一部 SRC・RC 造
階　　数／地下 2 階　地上 8 階
敷地面積／ 1,226.16㎡
建築面積／ 939.01㎡
延床面積／ 8,245.23㎡

前 ：岸下和代　後左：岸下真理
後中：稲垣　誠　後右：都倉泰信

所作としてのアプローチが議論を沸騰させ
続けた。元在った場所を移し、復元的手法を
駆使した再生は、都市に於ける場の意味と、
建築としての歴史的持続性においてどこま
で評価すべきか、設計者が関与できる範囲
の事情は十分に理解しつつも、最終的には
これを是とするメッセージは、控えるべきでは
ないかとの判断に至ることとなった。
　一方「中之島フェスティバルタワー」は、そ
の課題をあっさりとすり抜け、現代における高
層複合建築のひとつのあり方を示した点で、
今日的シルエットを生み出した点が評価され
た。一般的に現代の高層建築物はカーテン
ウォールなどの単一の表層によって包まれ、
結果的に巨大さの表現として林立する。ここ
では旧ホールのボリューム感を利用し、複合
的要素を率直に積み重ねた結果が、今日的
都市の様相として外観に建ち現れ、遠景、中
景にも応答する建築として成立している。
　「日本圧着端子製造株式会社」は、各階
の床を4つに分割しスキップさせたもので、こ
れをらせん状に繋ぎ合わせて積み上げてい
る。そこに発生しているオフィス空間は立体
的にずれた床が重なり合い、自分の位置を

把握しにくい錯覚をおぼえるが、そこに配置
されている家具やデスクのオフィスレイアウト
が、場の安定性を支えている。このように全
館を一体の空間として使いこなす意志は、
発注者の理解と熱意も一体となったもので
あり、建築の幸せな造られ方を示しており、オ
フィスとしてのビルディングタイプを拡張するこ
とに成功している。
　「楡の木テラス」はローコストの賃貸住宅
であるが、6個の平面をずらすことにより住ま
いとしての機能と生活の質を確保しつつ、ま
ちなみへの軽妙な柔らかさを生み出してい
る。前面に位置する住戸の店舗を可能とし
た使い方と、奥に位置する住戸のニーズの
違いにも配慮しつつ、まちなみへの接続の仕
方、スケール感、素材の使い方も含めて、きわ
めて高い評価を集めたものである。

渡辺節賞
　現地審査に残ったものは3点あり、設計者
としての力量はともに三者三様に高いポテン
シャルを感じさせるものであった。　その中で
浮上した判断のよりどころは、「場」の生成に
おいて気負いを感じさせない静かな作法に

あった。
　中山大介氏の「斑鳩の家」と國本暁彦氏
の「東大谷高等学校泉ヶ丘キャンパス」はと
もに置かれた環境において、存在を強く主張
するものではない。しかし空間の特異性を突
出させないことが、結果的に環境の質に関
与する巧妙な手法となっていたとも言える。
　「斑鳩の家」は広い農地に囲まれ、白い面
を外壁にまとい、小さく、小さく、しかしそれで
も凛として気品を保ち、住まいとしての力強さ
を放っていた。昔から存在していたかのよう
な普通の家としての存在感は、内部の居心
地の良さと相まって家のあり方を静かに主張
していると感じられた。
　「東大谷高等学校泉ヶ丘キャンパス」は多
数の教室を襞状に折り曲げ、配置していくこ
とで中庭を生み出し、回遊性を獲得している。
これにより校外からは学生達の見え隠れが、
ほどよい接触度として制御されており、地域と
のつながり方の配慮がほどこされている。
　以上の評価により、2年おきのコンクールと
なったことに鑑み、今回は小規模な住宅と、
大規模な校舎の設計者を、ともに渡辺節賞と
して推薦することとなった。
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大阪府知事賞　楡の木テラス
設計者　石井良平（石井良平建築研究所）

建築位置／四条畷市 
建物用途／長屋（賃貸住宅）
建 築 主／松井典子
施 工 者／株式会社林建設
竣工年月／ 2012 年 2 月

〈審査講評〉単純に並列しても成り立つ長屋を互い違いにずらすだけで、密集市街地の新しい空間ボリュームの提案となっている。ずれによってさり
げなく分割された敷地内の屋外空間は、親密なスケール感と繊細なプライベート／パブリックの関係を生み出している。一見、単純で形式的にもみえ
る空間分節の手法だが、敷地の周辺状況や寸法感覚を的確に捉えた設計者によって、優れた集合住宅となっている。

（長坂審査委員）

石井良平
1955年生まれ
1979年 北海道大学工学
部土木工学科卒業
1983年 早稲田大学理工
学部建築学科卒業
1983〜1995年 株式会社
坂倉建築研究所大阪事務所 

1995年 石井良平建築研究所設立
2002〜07年 鳥取環境大学環境デザイン学科
 非常勤講師
2006〜13年 神戸芸術工科大学環境・建築デザイ

ン学科 非常勤講師
2007年〜 大阪工業大学空間デザイン学科
 非常勤講師

［主な建築作品と受賞歴］
1998年 東条湖の山荘
2000年 浜寺公園の家
2000年 菜園と生きる家 第１回「大地に還る住宅」設

計提案競技優秀賞
2002年 豊中文化幼稚園
2013年 楡の木テラス 第５回 建築人賞

撮影　多田ユウコ

構　　造／ W 造
階　　数／地上 2 階
敷地面積／ 431.93㎡
建築面積／ 217.38㎡
延床面積／ 426.72㎡

〈審査講評〉長年親しまれてきた旧フェスティバルホールが、新たな複合高層ビルとして再生された。低層
階に巨大な大空間を擁し、その上部にセンターコアをもつオフィスビルを載せるタイトな与条件を編成し
たものであるが、立面構成の分節化により、往年の中之島の雰囲気を受け継ぐ品位を保っており、そこに
投入された設計から施工に至る技術力の集約が、新たな都市景観の生成に寄与している。（本多審査委員長）

大阪府知事賞　中之島フェスティバルタワー
設計者　江副敏史（株式会社日建設計）

建築位置／大阪市北区
建物用途／ 本社ビル、劇場、事務所
建 築 主／株式会社朝日新聞社
施 工 者／株式会社竹中工務店
竣工年月／ 2012 年 10 月
構　　造／ SRC 造・S 造・RC 造
階　　数／地下 3 階　地上 39 階
敷地面積／ 8,150.09㎡
建築面積／ 5,410.00㎡
延床面積／ 146,054.00㎡

江副敏史　　　　　
1957年生まれ
1980年 京都大学工学部
建築学科卒業
1980年 日建設計入社
現在 同社フェロー役員デザ
インフェロー

［主な建築作品と受賞歴］ 
2008年 福山市中央図書館（日本建築学会作品選奨、

日本建築士会連合会賞、JIA中国建築大賞）
2006年 大阪弁護士会館（日本建築学会作品選奨、

BCS賞、JIA関西建築家大賞）
2005年 兵庫県立芸術文化センター（日本建築学会作

品選奨、BCS賞）
1999年 神戸国際会館（日本建築学会作品選奨）
1995年 大阪ワールドトレードセンタービルディング（日本

建築学会作品選奨）　

撮影　古田雅文

〈審査講評〉地形に馴染みながら雁行する建物ボリュームは、フロアラインを走る小庇により輪郭を引き締められると同時に水平性が強調され、伸びや
かなファサードを形成している。片廊下＋回廊構成により内と外を巧みに編み込んだプランニングと素材を生かしたデザインは、風が通り抜けるさわ
やかで切れ味のよい建築に結実した。中庭の作り込み等やや残念な部分もあるが、作品全体をまとめた設計者の力量を評価し今後の展開に期待したい。

（濵田審査委員）

渡辺節賞　東大谷高等学校泉ヶ丘キャンパス
設計者　國本暁彦（株式会社竹中工務店）

建築位置／堺市南区
建物用途／学校
建 築 主／学校法人 大谷学園
施 工 者／株式会社竹中工務店
竣工年月／ 2013 年 3 月

國本暁彦　
1974年生まれ　
1997年 京都工芸繊維大
学工芸学部造形工学科
卒業
1999年 京都工芸繊維大
学大学院工芸科学研究科
造形工学専攻修士課程修了

1999年 株式会社竹中工務店入社
2006〜07年 株式会社槇総合計画事務所
現在 株式会社竹中工務店
 大阪本店設計部

［主な建築作品と受賞歴］
神戸メリケンパークオリエンタルホテル・アクアホール

〈国際照明デザイナー協会賞、グッドデザイン賞、Ｓ
ＤＡ賞（優秀賞）〉
4 WORLD TRADE CENTER（槇総合計画事務所）
竹中大工道具館増築リニューアル〈グッドデザイン賞、
インテリアプランニング アワード2010、建築と社会賞〉
第56回青年技術者（日本建築協会）
東大谷高等学校泉ヶ丘キャンパス〈グッドデザイン賞〉

中山大介
1978年生まれ
2001年 大阪市立大学
卒業
2003年 京都府立大学
大学院修了
2005〜2010年
HTAデザイン事務所　

2010年 中山建築設計事務所設立
現在 摂南大学、京都橘大学、大阪工業技術専

門学校 非常勤講師
［主な建築作品］
2012年 斑鳩の家
2014年 夕陽丘の家

撮影　稲住泰広

構　　造／ RC 造・S 造・SRC 造
階　　数／地上 5 階＋搭屋
敷地面積／ 15,502.59㎡
建築面積／ 5,273.21㎡
延床面積／ 14,142.05㎡

渡辺節賞　斑鳩の家
設計者　中山大介（中山建築設計事務所）

建築位置／奈良県生駒郡斑鳩町
建物用途／一戸建て住宅
建 築 主／葊瀨智也
施 工 者／杢工舎
竣工年月／ 2012 年 3 月

〈審査講評〉心洗われる小さな木造の住まいだ。敷地は法隆寺の五重塔を望むのどかな田畑の中にあり、そこに 7.8 ｍ角の平面と燻瓦の方形屋根を載
せた延 120㎡ほどのヴォリュームが置かれたシンプルな造形である。だが、住まいが備えるべき条件に過不足なく応えつつ、研ぎ澄まされたプロポー
ション感覚によって、比類ない、しかしどこまでも居心地の良い凛とした空間が実現している。建築の原点を見つめようとする姿勢に共感が集まった。

（松隈審査委員）

構　　造／ W 造
階　　数／地上 2 階
敷地面積／ 279.66㎡
建築面積／ 67.24 ㎡
延床面積／ 121.68㎡
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建
築
相
談
〜
建
築
相
談
室
の
風
景
〜

　
　

相
談
員
が
す
る
こ
と
・
し
て
い
る
こ
と

編
・
構
成　

橋
本
頼
幸

　

今
月
は
、相
談
委
員
の
岩
岸
克
浩
様
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
形
式
で
、ご
自
身
の
建
築
相
談
員
で
の
経
験
を

お
教
え
頂
き
ま
し
た
。

　

建
築
相
談
は
こ
の
四
月
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
週
三
日

か
ら
週
五
日
に
な
り
ま
し
た
。相
談
担
当
は
、相
談
時

間（
午
後
一時
か
ら
四
時
ま
で
）電
話
の
前
で
待
機
し
て

い
ま
す
。相
談
員
ご
と
の
対
応
に
バ
ラ
ツ
キ
が
生
じ
な
い

よ
う
に
、相
談
員
に
は
研
修
制
度
が
あ
り
ま
す
。さ
ら

に
、全
て
の
相
談
員
対
象
の
研
修
会
も
定
期
的
に
行
っ

て
お
り
、研
修
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

現
在
相
談
員
は
約
三
〇
人
お
ら
れ
ま
す
。

建
築
相
談
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

約
二
年
前
に
青
年
分
科
会
の
先
輩
Ｎ
さ
ん
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
て
会
議
に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

建
築
相
談
室
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

　

込
み
入
っ
た
案
件
や
現
地
調
査
が
必
要
な
も
の
は

後
日
相
談
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
、得
意
な
建
築
士
を

紹
介
す
る
事
に
は
な
り
ま
す
が
、相
談
内
容
は
十
人

十
色
で
す
。一般
の
ユ
ー
ザ
ー
の
問
い
合
わ
せ
が
圧
倒
的

に
多
い
の
で
す
が
、驚
く
こ
と
に
施
工
者
か
ら
の
相
談

も
あ
り
千
差
万
別
で
す
。

最
初
に
相
談
員
の
研
修
が
あ
る
そ
う
で
す
が
？

　

先
輩
相
談
員
Ｉ
さ
ん
の
隣
に
座
り
、相
談
の
受
け
方

か
ら
対
応
の
際
の
注
意
事
項
を
受
け
た
内
容
に
伴
い
レ

ク
チ
ャ
ー
を
う
け
た
の
で
す
が
、そ
の
時
に
民
法
に
及
ぶ

話
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。建
築
の
こ
と
を
尋
ね
ら
れ

そ
れ
に
応
え
れ
ば
よ
い
の
だ
と
思
っ
て
い
た
私
に
は
ハ
ー

ド
ル
上
が
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
調
べ
れ
ば
よ
い
し
完
璧
で
は
な
い

の
で
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
相
談
者
に
説
明
で
き
れ
ば

よ
い
と
の
こ
と
、各
担
当
者
に
よ
り
得
意
分
野
が
あ
る

の
で
、そ
れ
は
建
築
相
談
室
の
特
色
と
思
っ
て
い
い
と
の

こ
と
、少
し
安
堵
し
た
の
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

相
談
員
に
な
っ
た
初
日
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

緊
張
し
て一
三
時
ス
タ
ー
ト
、す
ぐ
に
電
話
が
掛
か
っ

て
き
て
ち
ょ
っ
と
焦
り
ま
し
た
。そ
の
あ
と
立
て
続
け
に

ほ
ぼ
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
五
件
ほ
ど
対
応
し
ま
し
た
。不
思

議
な
も
の
で一日
に
掛
か
っ
て
く
る
案
件
は
驚
く
ほ
ど
よ

く
似
て
い
ま
し
た
。施
工
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ら
そ
れ

ば
っ
か
り
で
し
た
。

二
回
目
以
降
は
慣
れ
て
き
ま
し
た
か
？

　

建
築
相
談
室
で
は
、情
報
を
共
有
し
、次
の
担
当
者

に
申
し
送
り
な
ど
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。あ
る

日
、メ
モ
書
き
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
メ
モ
に
は
、設
備
の

質
問
が
あ
る
か
ら
私
の
担
当
日
に
電
話
す
る
よ
う
に
促

し
て
お
い
た
か
ら
と
Ｙ
先
輩
よ
り
伝
言
が
。

　
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
っ
た
気
持
ち
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

待
機
し
て
い
る
と
電
話
が
鳴
り
設
備
配
管
の
更
新
時

期
な
ど
の
相
談
で
し
た
。一安
心
し
て一日
を
終
え
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

相
談
で
特
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、電
話
で
の一方

的
な
話
な
の
で
食
い
違
い
や
思
い
込
み
な
ど
の
取
り
違

い
が
お
こ
り
、相
談
者
が
都
合
の
良
い
解
釈
を
し
て
問

題
が
拡
大
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

新
し
い
相
談
員
の
研
修
担
当
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
ね
。

　

Ｍ
先
輩
か
ら「
今
度
Ｓ
さ
ん
が
相
談
員
に
な
る
の
で

研
修
お
願
い
し
ま
す
」と
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。ベ
テ

ラ
ン
の
方
に
お
任
せ
し
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま

し
た
が
、面
識
が
あ
る
の
で
お
受
け
し
ま
し
た
。つ
い
二

年
く
ら
い
前
に
こ
の
よ
う
に
し
て
い
た
と
思
い
だ
し
、初

心
に
戻
っ
て
よ
り
丁
寧
に
対
応
し
よ
う
と
気
持
ち
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

最
後
に一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

建
築
相
談
も
こ
の
四
月
か
ら
週
三
日
か
ら
週
五
日

に
増
え
ま
し
た
。相
談
員
も
増
強
し
分
科
会
の
雰
囲

気
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
出
来
る
よ
う
に
心
が
け
て
お
り
ま

す
の
で
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

大
正
一
二
年
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
は
、大
都

市
に
壊
滅
的
被
害
を
も
た
ら
し
た
。し
か
し
、震
災
の

教
訓
を
踏
ま
え
た
耐
震
設
計
を
用
い
て
建
て
ら
れ

た
の
が
、大
阪
ビ
ル
１
号
館（
旧
ダ
イ
ビ
ル
本
館
）で
あ

る
。竣
工
は
大
正
一
四
年（
一
九
二
五
年
）で
、設
計
は

渡
辺
節
建
築
事
務
所
が
担
い
、構
造
は
内
藤
多
仲
氏

が
担
当
、施
工
は
大
林
組
が
請
け
負
っ
た
。

　

竣
工
か
ら
八
〇
年
以
上
が
経
ち
、建
替
え
計
画
が

進
め
ら
れ
た
。ダ
イ
ビ
ル
本
館
の
設
計
は
日
建
設
計

が
担
当
し
、施
工
は
当
時
と
同
じ
大
林
組
。

　

近
年
、建
物
保
存
に
関
す
る
議
論
は
巻
き
起
こ
る
が
、

保
存
再
生
に
至
る
ケ
ー
ス
は
限
ら
れ
て
い
る
。今
回
は
ビ

ル
の
所
有
者
側
が
、取
り
壊
し
を
惜
し
む
多
く
の
声
に

耳
を
傾
け
た
結
果
、他
で
あ
る
よ
う
な
皮
一
枚
の
保
存

再
生
だ
け
で
な
く
、デ
ザ
イ
ン
継
承
及
び
建
材
等
の
再

利
用
に
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
で
、当
時
の
意
匠
と
空
間

を
蘇
ら
せ
た
。そ
し
て
、そ
の
仕
事
に
多
く
の
人
が
関
わ
る

こ
と
で
、本
物
に
触
れ
る
機
会
や
技
術
が
伝
承
さ
れ
る
。

　

大
阪
ら
し
い
保
存
再
生
の
取
り
組
み
と
し
て
、次

の
一
〇
〇
年
は
、新
し
い
世
代
で
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
。継
承
す
べ
き
取
り
組
み
と
思
う
。
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会

　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　編集人代表　米井　寛

　　　　編集人　　　荒木公樹　　　飯田英二

　　　　　　　　　　筑波幸一郎　　中江　哲
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　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

　
　

理
事
会
報
告

平
成
26
年
度
役
員
名
簿　
＊
は
委
員
長

会　
　

長

岡
本
森
廣
全
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
調
査
役

副
会
長

上
田
茂
久
㈱
上
田
茂
久・建
築
設
計
工
房
代
表
取
締
役

中
伊
佐
男
（
一財
）大
阪
建
築
防
災
セ
ン
タ
ー
参
与

濵
田　

徹
鹿
島
建
設
㈱
関
西
支
店
専
任
役（
建
築
設
計
担
当
）

田
中
義
久
㈱
田
中
都
市
建
築
事
務
所
代
表
取
締
役

理　
　

事

飯
田
英
二
㈱
I
M
O
デ
ザ
イ
ン
代
表
取
締
役

石
貫
方
子
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
E
S
テ
ク
ノ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
㈱
執
行
役
員

＊
伊
藤
治
正
（
一財
）大
阪
建
築
防
災
セ
ン
タ
ー
参
与

今
井
俊
夫
今
井
環
境
建
築
事
務
所
長

大
附
一
彦
新
建
設
工
業
㈱
代
表
取
締
役

＊
岡
﨑　

雅
㈱
ア
ー
キ・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ・オ
フ
ィ
ス
代
表
取
締
役

荻
窪
伸
彦
㈱
安
井
建
築
設
計
事
務
所
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス
部
長

尾
鍋
裕
実
尾
鍋
建
築
設
計
事
務
所
代
表

北
野
幹
夫
大
阪
市
都
市
整
備
局
住
宅
部
保
全
整
備
課
長

小
谷
美
樹
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
経
営
企
画
部
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
部
長

七
堂
元
敏
堺
市
建
築
都
市
局
開
発
調
整
部
長

篠
原
祥
郎
高
槻
市
都
市
創
造
部
審
査
指
導
課
主
査

昇　
　

勇
昇
設
計
室
代
表

杉
本
哲
雄
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

曽
我
部
千
鶴
美
W
i
t
h
建
築
工
房
一級
建
築
士
事
務
所
代
表

竹
原
麻
衣
M 

Des
i
g
n 

House
主
宰

田
中
克
之
設
計
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
所
長

田
中
光
典
㈱
竹
中
工
務
店
設
計
部
企
画
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
部
門
企
画
グ
ル
ー
プ
長

田
鍋　

稔
鹿
島
建
設
㈱
建
築
設
計
部
企
画
管
理
グ
ル
ー
プ
設
計
主
査

辻
井
光
憲
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱
建
築
設
計
部
課
長

津
村
泰
夫
一級
建
築
士
事
務
所
住
環
境
設
計
代
表

中
島　

薫
ナ
カ
ジ
マ
建
設
㈱
代
表
取
締
役

羽
木
み
ど
り
ア
ー
ク
ス
タ
ジ
オ一級
建
築
士
事
務
所
長

藤
田　

忍
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
教
授

萬
川
幹
夫
萬
川
建
築
設
計
事
務
所
長

＊
水
谷　

敢
㈲
MS

com
p
a
n
y
一級
建
築
士
事
務
所
代
表
取
締
役

宮
地
雄
一
郎
㈱
安
井
建
築
設
計
事
務
所
企
画
部
企
画
主
幹

森
田
茂
夫

山
城
健
児
コ
ー
ナ
ン
建
設
㈱
取
締
役
常
務
執
行
役
員
営
業
副
本
部
長

山
本
尚
子
山
本
尚・設
計
工
房
代
表

横
関
正
人
一級
建
築
士
事
務
所
㈲
N
E
O
 G
E
O
代
表
取
締
役

＊
横
田
友
行
㈱
能
勢
建
築
構
造
研
究
所
代
表
取
締
役
社
長

＊
芳
村
隆
史
㈱
碧︲

Ａ
Ｏ︲

建
築
事
務
所
代
表
取
締
役

＊
米
井　

寛
㈱
東
畑
建
築
事
務
所
取
締
役
常
務
執
行
役
員 

大
阪
事
務
所
長

専
務
理
事

杉
原　

繁
（
公
社
）大
阪
府
建
築
士
会
専
務
理
事

監　
　

事

小
嶋
和
平
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
ズ
㈱
常
勤
顧
問

稲
葉
繁
夫
㈱
繁
建
築
構
造
設
計
事
務
所
代
表
取
締
役
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堺市立健康福祉プラザ

―障害者の方が生き活きと“ふれあい”“語らい”“住まう”場所―
本施設は身体障害者福祉センターＡ型、重症心身障害者（児）対応施設
及び政令指定都市機能を併設した都市型の総合的な障害者福祉セン
ターである。障害のある方の多様な特徴に配慮した施設整備を行い、地域
拠点として憩いの場・コミュニケーションの場を提供することを意図している。

―壁面緑化を積極的に活用した“自然活力”創出プラザ―
計画地は堺市の中心部に隣接し、北に仁徳陵、南に履仲陵を望む豊かな緑
と住宅地に囲まれており、東に大仙公園、北・西は閑静な住宅地に隣接した
立地である。外観はこうした立地を活かしながら、Low-eガラスによるシンボリッ
クなカーテンウォールを中心として、仁徳陵や大仙公園に呼応したデザインを
意図して壁面緑化を積極的に活用している。また、杉板型枠、左官調仕上材
など再生材や自然素材を使用し、太陽光発電パネルをキャノピーとして採用、
周辺環境との調和を図りながら新たなまちの景観の創出を図っている。

―周辺環境と調和した光と緑の生き活きプラザ―
仁徳陵に隣接した緑豊かな立地を活かし、壁面緑化や屋上緑化を積極的
に建物デザインに取り入れることにより環境保全に対する配慮を広く市民
に啓発できる施設を提供している。
また、活き活きとした緑は健康福祉プラザを利用する方や地域の方々へ生
命の息吹と躍動感を日々の活力として提供することを意図し、施設づくりや
景観づくりの核となっている。
撮影：薮内正直（㈱伸和）　第33回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品

■建物データ
建 築 主：堺市
設　　計：梓設計・高橋建築設計事務
　　　　　所設計共同体
施　　工：錢高・東レ・大井建設工事
　　　　　共同企業体（建築）
所 在 地：大阪府堺市堺区旭ヶ丘中町4-3-1
主要用途： 児童福祉施設等（身体障害者

福祉センターA型＋重症心身障害者
（児）対応施設＋政令指定都市機能）

敷地面積：8,302.10㎡
建築面積：4,475.67㎡
延床面積：17,350.58㎡
構造・階数：SRC＋RC一部S造、
　　　　　地下1階、地上4階


